
日本学術振興会科学研究費補助金事業
「青年期の性の健康と権利を支えるコミュニティ機能に関する研究」

■ 日　時：平成24年7月21日㈯　8月30日㈭　9月21日㈮　10月５日㈮　11月6日㈫
　　　　　 13時～17時
■ 場　所：岡山県生涯学習センター　　■ 参加費：無料

後援：岡山県教育委員会・岡山市教育委員会

■ 申し込み方法
　下記の事務局アドレスへ直接、お申し込みください。（G-mailで不都合な場合は富岡のアドレスへお申
し込みください。事務局：担当三谷

（お問い合わせ先） ① E-mail： sodatsuchikara@gmail.com （事務局アドレス）
② E-mail： mika_tomioka@sguc.ac.jp （富岡）
③ F  A  X ： 086-901-0765

『思春期の生きる力を育む教育セミナー2012』『思春期の生きる力を育む教育セミナー2012』
～学校が支える思春期の性の健康と権利を考える～～学校が支える思春期の性の健康と権利を考える～

「青年期の性の健康と権利を支えるコミュニティ機能に関する研究」協力へのお願い

７月21日㈯ ８月30日㈭ ９月21日㈮ 10月５日㈮ 11月６日㈫

会　　場 情報・創作棟２F
大研修室

情報・創作棟１F
視聴覚室

情報・創作棟２F
大研修室

情報・創作棟２F
大研修室（予定）

情報・創作棟２F
大研修室（予定）

12：00 開場・受付開始

12：30
ご挨拶・オリエンテーション　　　山陽学園大学　富岡　美佳

13：00

13：00
〜

14：20

インターネットの
最近の動向（SNS、
ソーシャルゲーム等）

稗田　　隆
岡山大学

情報統括センター

家庭内に課題をもつ
思春期事例への援助

塚本　千秋
岡山県精神科
医療センター

現代の女の子の
身体の成長と
適切な下着選び

弓戸　貴子
株式会社ワコール
総合企画室
広報・宣伝部

青年期の発達課題と
発達支援について

村中由紀子
就実大学教育学部
教育心理学科

学校で健康教育を
展開するために

田村　裕子
山陽学園大学
看護学部

14：20
〜

14：30
休　憩

14：30
〜

15：20

ライフスキルトレーニング

講座１ 講座２ 講座３ 講座４ 講座５

富岡　美佳　山陽学園大学看護学部
15：20
〜

15：30
休　憩

15：30
〜

16：50

エイズ性感染症の
基本知識と予防行動

中瀬　克己
岡山市保健所

思春期・青年期におけるイン
ターネットとビデオゲーム
～趣味？コミュニケーション？

依存？嗜癖？～

松本　洋輔
岡山大学医学部
精神科神経科

思春期の性別違和
感：性同一性障害

中塚　幹也
岡山大学大学院
保健学研究科

10代の性の
健康を守る

金重恵美子
岡山中央病院

性犯罪被害とは

森　　陽子
被害者サポート
センターおかやま
（VSCO）

16：50
〜

17：00
まとめ　閉会

「青年期の性の健康と権利を支えるコミュニティ機能に関する研究」協力へのお願い

※初回受講時のみ、オリエンテーションにご参加ください。



■ 講師紹介

■ アクセス
2F

岡山県生涯学習センター
センター内各室配置図

施設案内図
交通案内

住　　所
〒700-0016 岡山県岡山市北区伊島町３丁目１-１

●車利用
・JR岡山駅西口から約５分
・山陽自動車道岡山ICから約10分
●バス利用
・岡電バスJR岡山駅西口から中央病院線京山入口下車
　徒歩８分（所要時間約13分）
●徒歩
・JR岡山駅西口から約25分（約1.7km）

島根県出身。20年間助産師として働く。その後、
岡山県立大学大学院にて看護学修士、保健学博士
を取得する。ヒューマンセクシャリティに関心を
もち、主に思春期・青年期の性の健康と権利を支
える活動を行っている。関西福祉大学助教を経
て、現職は山陽学園大学看護学部准教授。JKYB
ライフスキル教育研究会中・四国支部委員。

富岡　美佳
1978年３月、熊本大学修士課程修了。
同４月、日本電信電話公社、横須賀電気通信研究
所入社。大型計算機システムからPC、インター
ネット等のICTシステムの研究・実用化に従事。
1990年代にはソフトウェアの不正利用対策、セ
キュリティ対策等の新たなシステム脅威を研究。
2008年４月、岡山大学客員教授
2010年５月、岡山大学情報統括センター就任
同６月、情報統括センターセンター長（現職）
岡山県高度情報化推進協議会役員

稗田　　隆
1983年 岡山大学医学部卒業
1985年－1995年
 神戸市
 （垂水保健所、灘保健所、中央保健所）
1988年 医学博士
1995年 岡山市（中央保健所）
1999年－2001年
 国立感染症研究所実地疫学専門家養成コース
2004年－ 現職　岡山市保健所長
 国立感染症研究所協力研究員、岡山大学医学部
 医学科臨床教授、日本エイズ学会評議員

中瀬　克己

1958年熊本県生まれ。
1983年岡山大学医学部卒業。
岡山県立内尾センター、岡山大学保健管理セン
ター助手、岡山大学教育学部助教授を経て、2007
年４月より現職。

塚本　千秋
1989年 岡山大学医学部卒業
1997年 同　医学研究科神経精神学博士課程修了
 医学博士
2004年～ 現職　岡山大学病院精神科神経科助教

松本　洋輔
1985年株式会社ワコールへ販売スタッフとして入
社後、国内外の販売教育担当を経て、2010年より
啓発セミナーを担当。成長期の女の子のからだと
下着選びを解説する≪ツボミスクール≫のほか、
高校･大学の授業や、からだのエイジングをもとに
下着の選び方を解説する大人向けセミナーなど、
あらゆる年代の方への『からだと下着』のセミ
ナーを、年間約180回開催している。

弓戸　貴子

1986年 岡山大学医学部卒業
1991年 日本産科婦人科学会認定医
1992年～1995年
 米国NIH（National Institutes of Health）に留学
1995年～ 岡山大学病院産婦人科助手
1998年～ 岡山大学医学部ジェンダークリニックメンバー
2004年～ 岡山県不妊専門相談センター
 「不妊・不育とこころの相談室」責任者
2006年～ 岡山大学医学部保健学科教授
2007年～ 岡山大学大学院保健学研究科教授
2010年～ GID（性同一性障害）学会理事長

中塚　幹也
1971年関西学院大学大学院文学研究科心理学専攻
修士課程修了、旭川荘厚生専門学院講師、ノート
ルダム清心女子大学非常勤講師、山陽学園短期大
学講師、助教授、教授を経て、現在、就実大学教
育学部教育心理学科教授・臨床発達心理士
岡山県人権教育推進委員会委員、岡山県人権政策
審議会委員、岡山県青少年健全育成促進アドバイ
ザー、倉敷市育児相談員、笠岡市学校運営委協議
会委員

村中由紀子
岡山大学医学部医学科卒業　産婦人科専攻　医学
博士。岡山大学医学部附属病院、岡山赤十字病
院、川崎医科大学附属病院などを経て、1986年よ
り、岡山中央病院勤務。1990年副院長。1999年
５月女性の一生を通じての健康を支援するための
ウィミンズメディカルセンターを開設し、同セン
ター長に就任。特に、思春期および更年期以降の
中高年女性のこころとからだの健康支援と生活の
質の改善に力を入れている。

金重恵美子

長年、岡山県立高等学校養護教諭として勤務し、
その間、健康相談活動支援体制整備事業（文部科
学省実施事業）に係る調査委員会委員、岡山県高
等学校教育相談推進協議会委員（岡山県教育委員
会より委嘱）、岡山県高等学校教育研究会養護部会
副部会長、岡山県学校保健会養護教諭部会副部会
長等として活動。平成22年４月より現職。
所属学会：日本学校保健学会、日本公衆衛生学会、
日本心身医学会他。学位：博士（医学）、修士（教
育学）。

田村　裕子
岡山市出身。ノートルダム清心女子大学家政学部
卒業。岡山少年院篤志面接委員としての功績を評
価され、1999年国際ソロプチミストの「女性ボラ
ンティア賞」を受賞した。06年に被害者サポート
センターおかやまの事務局長に就任し、09年12月
からは専務理事。12年３月まで４年間、岡山地方
裁判所委員会委員。現在、中国地方NHK番組審議
委員。岡山済生会総合病院倫理委員。

森　　陽子


